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研究背景・目的
農業・生態系影響評価モデルでは、時間よりも空間解像度が
より詳細なデータが要求されることが多い。
復雑地形上では日射量はより不均一になるため、i解像度のデ ターが必要となる。
復車草地形ょにおける日射畳分布推定手法
太陽軌道計算＋放射伝遥（快晴）
地形形状｛傾斜角，斜面方位clc. ) 
I 天候への対応 ｜ 
晴れ指数・3雲量から推定 (Badcscu. 2009) 
他の気象要素からのti:定式の鑓祭 Fig.快晴日の日射量分布
衛星観測より推定 (Qinclal..2006) (Douglusetal.1991) 
l，地形の逮薮効果、2..の分布を含む日射の減衰効果、3，海面からの反射日射、
これらを複合的に考慮し、 B射量分布を推定する臼射量分布推定モデルは少ないe
研究目的
I 地 形雲海面開考慮した日加布推阿川築 ｜ 
（適用地域として済州島を採用） ｜ 
使用データとモデル適用地域
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Fig.気象官暑の地点分布
日射量分布推定モデル適用地域
済州島 （緯度：33A7経度： 126.72)
地形 中央にj糞筆山（195011)
気候 ：雲の発生頻度が南北で
異なる
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日射量分布推定モデルの概念図 3 I 
①大気 ：雲による日射の減衰量を雲の発生高度で規程。
②地表面：地形による遮蔽、海面反射を考慮。
時間解像度．雲 30分，太陽軌道.3分，空間解像度：；雲 4km，地形 0.05km
散乱光
透過率雲の発生高度男ljに評価可能
透過率（τ）観測全天日射／快晴全天臼射 E手偏象件・ ft形：単一‘雲量：10
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上層（Hi）・中層（Med）・下層（Low）で
透過率の確率分布は異なる。
e官官発生時は除く
0.15 
一ー－ H』 －ー Med－ー， Low
5・
5 0.10 
ラ
在、ー包，， 
] o.s 包，
ex: 
。∞
fig雲の発生高度別における透過率の確率分布 （入力値として）
どの層もパラつきが大きく、平均憧が各層の代表値として採用できない。
今確率分布に基づく、乱数を発生させ、確率輪的に透過率を決定。
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モデル推定精度
広減への適用のため、計算負荷の小さい統計モデルを
被築したが精度lま悪くない。
b) Annual 
雲の発生高度別透過率を用いた
日射量分布推定モデル計算ダイアグラム
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雲の出現頻度の違いによる海面反射の入射量差 9I 
J AP~吾ru•1 :1 A~r ｜ 太陽軌道 4月 10月
反射日射量
4月＜ 10月
8 1 雲の出現頻度と日射量地域差
全天候の日射量分布は快晴と比べ、南で減少・北で増加（南北差減少）
→太陽放射が入射する南側に、雲が多く発生するため散乱光が卓越し、
地形による直逮光の遮蔽が減少。（約4割）
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Fig. 4月・10月における下層雲の出現頻度空間偏差
反射光の反射面において、4月の雲の発生頻度が高いため、 IO月と比較して、
入射量が少ない。
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Fig.済州島における1月の快晴下回射食分布 Fig.済州島における2008年l月の快晴と
（上）と快晴日 全天候（下）。（MJm-2 day-1）下層雲の出現頻度空間偏差
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雲の発生高度毎に評価した透過率・海面反射・地形による遮蔽を考
慮した日射量分布推定モデルを構築した。
• 3高度毎の透過率を用いることで、雲による日射減衰量を評価可能
一推定精度は、RMSE20%, R 0.88 
まとめ
ご清聴ありがとうございました
・疑似的な雲の発生高度を変更による、日射量変動を評価
一上・中層雲を下層雲に変更することにより、日平均全天日射量が1.5%減少 謝辞
本研究で使用しt::J;πS八Tデータは気象庁‘ウェザーニュース，東大地震研・生
産研竹内研究室で受信し．千葉大学環境リモートセンシング研究センターで処
理‘公開されたものを利用しました．ここに記して御礼申し上げます・雲の出現頻度の南北差により、日射量の空間分布は快晴日と比
べ大きく変化した。
一全天日射量 -6.09～l.98MJm・2day－］変化
ー海面反射：閉じ太陽軌道でも入射量が大きく変化。
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